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令和３年第２回定例会は、６月 11 日（金）開会予定です。

６月２０日まで JR 九州筑肥線・伊万里－西唐津間を「肥前やきもの圏」を６月２０日まで JR 九州筑肥線・伊万里－西唐津間を「肥前やきもの圏」を
テーマにしたラッピング電車が運行しています。テーマにしたラッピング電車が運行しています。
詳しくは JR 九州の HP をご覧ください。詳しくは JR 九州の HP をご覧ください。
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石本 洋子さん（再任）立花町
公平委員会委員の選任

波多 唯明さん（新任）南波多町
人権擁護委員候補者の推薦

大野　嘉人さん（新任）松浦町

増﨑 幸一郎さん（再任）伊万里町

諸石　秀子さん（再任）瀬戸町

固定資産評価審査委員会委員の選任

第1回 定例会　令和３年３月１日(月) ～１９日(金)

令和３年度一般会計当初予算　　　　

令和３年度一般会計３月補正予算　

令和３年度一般会計予算総額　　　

令和２年度一般会計３月補正予算　

令和２年度一般会計予算総額

276億4,300万0,000円

1億9,994万3,000円

278億4,294万3,000円

4億5,430万9,000円

375億7,609万7,000円

上程された市長提出議案は、すべて可決、
同意および異議ない旨答申しました

主な令和３年度の新規事業

ＤＸ推進事業
事業費… 121 万 4,000 円

　地域のＤＸ（デジタルトランスフォーメー
ション）の推進のため、市内企業および農業団
体関係者を集め研修会を開催するとともに、市
内ＩＣＴ企業と協働でＤＸ活用のための実証実
験を行うものです。

自治公民館感染防止対策
支援事業

事業費… 2,000 万円
　地域コミュニティ活動の拠点である自治公民
館等において、エアコンの設置やトイレの洋式
化など新型コロナウイルス感染症対策として必
要な環境整備に対し補助を行うものです。

第２次緊急経済対策
クーポン券発行事業

事業費… 1 億 1,642 万 1,000 円
　コロナ禍の影響を受けている地域経済や市
民生活を支援するため、昨年に引き続き、市
内の店舗等で使えるクーポン券を発行する。
　市民 1 人当たり 500 円 ×4 枚、1,000 円に
つき 1枚を利用可能。

関係人口創出事業
事業費… 165 万円

　関係人口の創出拡大等に向けた新たな取り組
みとして、経営資源が不足する市内企業に対し
て、都市部の専門的技能を有した優秀な企業人
を、ＷＥＢサイトを活用して「副業」の形でマッ
チングさせる体制を構築するものです。

第1回 臨時会　令和3年2月18日（木）～ 19日（金）

令和２年度一般会計補正予算 

新型コロナウイルスワクチン接種　 

新型コロナウイルス感染症対策　 

新型コロナウイルス感染症経済対策　

５億6,805万1,000円

３億5,535万5,000円

１億1,139万3,000円

１億　130万3,000円

上程された議案は、すべて可決および承認しました

●伊万里・有田消防組合運営負担金　
　5,016万9,000円

　新型コロナウイルス対策として、救急体制
の確保を図るため、伊万里消防署職員仮眠
室の個室化等の改修工事費。

●庁舎等公共施設感染防止対策事業
　1,400万円

　公共施設に対し、アクリルパネルや消毒液
及び体温測定器等の導入、庁舎トイレの手
洗水洗金具の取替工事など。

●コミュニティセンター感染防止対策事業
　3,338万3,000円

　コミュニティセンターにおいて、感染防止
のためトイレの洋式化及びバリアフリー化を
行う。

●第2次事業者緊急支援事業(事業者支援)
　8,034万5,000円

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
厳しい経営環境にある市内事業者に対し、
1事業者当たり4万円の支援金を支給する。

●いまりの赤ちゃん応援特別給付金給付事業
　1,200万円

　令和2年4月28日から令和3年3月31日
までに子どもが生まれた保護者に乳児1人
当たり3万円を給付する。

等、他5事業

令和2年度一般会計補正予算について
の反対討論、賛成討論

　市は4万円の支援金を事業者に支給する
が市民が納得する金額ではない。
　近隣他市町では10～20万円の支援金が
出ており、極端に額が少ない。
　いまりの赤ちゃん応援特別給付金給付事
業では、市は1人あたり3万円の給付だが、
唐津市では10万円給付される。
　コミュニティセンターのトイレの改修
3,300万円については、事業者への支援金や
コロナで苦しんでいる市民に対してお渡しす
る給付金が十分であれば行ってもいいと思う
が、市内事業者の給付金が4万円。赤ちゃん
の給付金が3万円では到底納得できない。
　今回の国の交付金は、まずはコロナで切実
に困っている方に対して、事業を行うべきで
ある。

●反対　山口恭寿議員

　反対をするならすべての予算を見直し、対
案を示すべきである。
　また、今回の補正予算は「新しい生活様
式」を踏まえた公共施設の感染防止対策と地
域の経済活動を幅広く支援し、市民生活の基
盤を守る取組として、国の新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し
て取り組まれる事業費である。
　市民が日常利用する公共施設の感染防止
についても重要なコロナ対策の１つであり、
今回の補正予算は事業者、市民が一体となっ
たコロナ対策事業と言える。

○賛成　中山光義議員

⇒賛成多数で可決しました。
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【議会議案第１号】 修正案の提出について

⇒修正案については、賛成少数で否決しました。
⇒原案については、賛成多数で可決しました。

（議案甲第２号　伊万里市民交流プラザ条例の一部を改正する条例に対する修正案）

　伊万里市民交流プラザの施設内には障害者生活支援センターと伊万里市民活動支
援センターがありましたが、令和３年度から障害者生活支援センターが二里町に移転
し、伊万里市民活動支援センターだけになることから、施設の名称を伊万里市民交流
プラザから伊万里市民活動支援センターに改める条例議案（原案）が市から提出され
ました。
　それに対し、８名の議員から、人が集まるという意味を持ち、親しまれた「プラザ」
の表記を残し、かつ、「支援」という言葉を市民が主役のまちづくり条例の趣旨に沿っ
た「推進」に変え、施設名称を「伊万里市民活動推進プラザ」に改める修正案が提出
されました。

　児童手当は子ども一人当たり、３歳未満は月額１万５千円、３歳以上は月額１万円
が支給されますが、一定以上の所得がある世帯は一律で月額５千円の特例給付が支
給されています。
　政府はこの特例給付の一部を廃止し、削減して生まれた財源を新たな保育所整備
など待機児童対策に充てる方針です。
　しかし、児童手当は全ての子どもに平等に支給されるべきであり、また、出生数が
減少し続けている中に児童手当の削減を行うことは、安心して子どもを産み育てるこ
とのできる社会づくりを推し進める政府の方針と大きく矛盾するため、これまでどおり
の特例給付を継続することを求める意見書が提出されました。

【意見書案第１号】児童手当の特例給付の継続を求める意見書

⇒賛成多数で可決し、意見書を関係機関（国）に提出しました。

【意見書案第２号】 信号機の整備に関する予算の拡充を求める意見書

　信号機の整備については、市民の安全確保を図るため、継
続して新規設置を県に要望していますが、予算等の理由でな
かなか進んでいません。
　そこで、信号機の新規設置を進めるため、信号機の維持管
理費、更新費、新規設置費等を含めた信号機整備に関する予
算の拡充を求める意見書が提出されました。

⇒全会一致で可決し、意見書を関係機関（県）に提出しました。

伊万里市民交流プラザは伊万里市民活動支援センターに
名称変更されることとなりました。
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〇第６次総合計画後期基本計画策定等のため実施されるアンケートについては、調査の対象
や方法などを工夫し、回収率の更なる向上に努めること。

総
務
委
員
会
（
所
管
）総
務
部
、
総
合
政
策
部
、
出
納
室
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

　消防団員数の推移と確保について
　団全体の定数を減らしたが、入団者
数が減ってきている。部の統廃合など
も考える時期に来ている。
　訓練や行事の見直しについては、２
年度はコロナで訓練や行事が中止され
たことを踏まえ、団員と意見交換しな
がら今後の計画を策定していきたい。
　市民会館本館の解体における緞帳や
陶板などの取扱について 
　緞帳は重量が約800kg、陶板につい
てはうまく取り外しができるのかという

（委員長）中山 光義／（副委員長）岩﨑 義弥／馬場 繁／加藤 奈津実／川田 耕一／前田 久年／盛 泰子

質疑

回答

質疑

回答

質疑

回答

付託された議案等は、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

条例議案等条例議案等条例議案等

令和３年度予算令和３年度予算令和３年度予算

■伊万里市特別会計設置条例の一部を改正
する条例制定について
○市営駐車場の経理を一般会計に移行す
るため、市営駐車場特別会計を廃止す
るものです。

■佐賀県市町総合事務組合規約の変更の協
議について
○佐賀県市町総合事務組合の事務所の移
転及び建物の名称が変更されることに
伴い規約を変更することについて、各自
治体に協議するものです。

■一般会計予算（当初予算）
〇第６次総合計画後期基本計画策定事業
　　第６次総合計画前期基本計画の期間が
令和４年で満了するため、後期基本計画
の策定に向けて市民アンケート等を実施
するものです。　
〇防災行政無線施設管理事業　
　　市民に確実かつ迅速に災害情報を伝達

できる防災行政無線施設の維持管理を行
うものです。
〇シティプロモーション推進事業
　　伊万里市を広くPRするため、デジタル
マーケティングの研究・実証実験を行うと
ともに、地域資源の発掘や新たな魅力づく
りを進めることで、戦略的な情報発信を行
うものです。

課題もあり、経費もかかる。保存や記
録について市民の意見を聴き、解体業
者とも連携して進めていきたい。
　第２次緊急経済対策クーポン券発行
事業について
　市内に本店がある事業者に限定をす 
れば、市外に本店があるスーパー等で 
使えなくなる。お店の少ない周辺部の
市民も含めた利用のしやすさや、市民
を雇用されていること等も考慮し、限定
はしない。

・委員会として、信号機の整備に関する予算の拡充を求める意見の提出を決定しました。
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⇒修正案については、賛成少数で否決しました。
⇒原案については、賛成多数で可決しました。

（議案甲第２号　伊万里市民交流プラザ条例の一部を改正する条例に対する修正案）

　伊万里市民交流プラザの施設内には障害者生活支援センターと伊万里市民活動支
援センターがありましたが、令和３年度から障害者生活支援センターが二里町に移転
し、伊万里市民活動支援センターだけになることから、施設の名称を伊万里市民交流
プラザから伊万里市民活動支援センターに改める条例議案（原案）が市から提出され
ました。
　それに対し、８名の議員から、人が集まるという意味を持ち、親しまれた「プラザ」
の表記を残し、かつ、「支援」という言葉を市民が主役のまちづくり条例の趣旨に沿っ
た「推進」に変え、施設名称を「伊万里市民活動推進プラザ」に改める修正案が提出
されました。

　児童手当は子ども一人当たり、３歳未満は月額１万５千円、３歳以上は月額１万円
が支給されますが、一定以上の所得がある世帯は一律で月額５千円の特例給付が支
給されています。
　政府はこの特例給付の一部を廃止し、削減して生まれた財源を新たな保育所整備
など待機児童対策に充てる方針です。
　しかし、児童手当は全ての子どもに平等に支給されるべきであり、また、出生数が
減少し続けている中に児童手当の削減を行うことは、安心して子どもを産み育てるこ
とのできる社会づくりを推し進める政府の方針と大きく矛盾するため、これまでどおり
の特例給付を継続することを求める意見書が提出されました。

【意見書案第１号】児童手当の特例給付の継続を求める意見書

⇒賛成多数で可決し、意見書を関係機関（国）に提出しました。

【意見書案第２号】 信号機の整備に関する予算の拡充を求める意見書

　信号機の整備については、市民の安全確保を図るため、継
続して新規設置を県に要望していますが、予算等の理由でな
かなか進んでいません。
　そこで、信号機の新規設置を進めるため、信号機の維持管
理費、更新費、新規設置費等を含めた信号機整備に関する予
算の拡充を求める意見書が提出されました。

⇒全会一致で可決し、意見書を関係機関（県）に提出しました。

伊万里市民交流プラザは伊万里市民活動支援センターに
名称変更されることとなりました。
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数が減ってきている。部の統廃合など
も考える時期に来ている。
　訓練や行事の見直しについては、２
年度はコロナで訓練や行事が中止され
たことを踏まえ、団員と意見交換しな
がら今後の計画を策定していきたい。
　市民会館本館の解体における緞帳や
陶板などの取扱について 
　緞帳は重量が約800kg、陶板につい
てはうまく取り外しができるのかという

（委員長）中山 光義／（副委員長）岩﨑 義弥／馬場 繁／加藤 奈津実／川田 耕一／前田 久年／盛 泰子

質疑
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質疑

回答

質疑

回答

付託された議案等は、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

条例議案等条例議案等条例議案等

令和３年度予算令和３年度予算令和３年度予算

■伊万里市特別会計設置条例の一部を改正
する条例制定について
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うものです。

課題もあり、経費もかかる。保存や記
録について市民の意見を聴き、解体業
者とも連携して進めていきたい。
　第２次緊急経済対策クーポン券発行
事業について
　市内に本店がある事業者に限定をす 
れば、市外に本店があるスーパー等で 
使えなくなる。お店の少ない周辺部の
市民も含めた利用のしやすさや、市民
を雇用されていること等も考慮し、限定
はしない。

・委員会として、信号機の整備に関する予算の拡充を求める意見の提出を決定しました。
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（委員長）松永 孝三／（副委員長）山口 常人／坂本 繁憲／梶山 太／松尾 雅宏／笠原 義久

付託された議案等は、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

〇市営住宅管理事業について、本市の市営住宅は一部で既に耐用年数を経過しており、老朽化
が進んでいるところが存在するため、このような住宅に継続して居住することは、入居者の安
全・安心を脅かすおそれがあることから、伊万里市公営住宅等長寿命化計画に基づき、改善事
業を実施し、建替事業や用途廃止についても着実に進めるよう意見を付しました。

令和３年度予算令和３年度予算令和３年度予算

条例議案条例議案条例議案

意 

見

■伊万里市民交流プラザ条例の一部を改正す
る条例制定について

○伊万里市民交流プラザから障害者生活支
援センターが移転することに伴い、施設
名を伊万里市民活動支援センターに整理
するため条例改正するものです。

■伊万里市林業研修センターの設置及び管理
に関する条例を廃止する条例制定について

■伊万里市木工芸センターの設置及び管理に
関する条例を廃止する条例制定について

○施設の老朽化及び利用者数の減少に伴い、
林業研修センター及び木工芸センターを
廃止するものです。

■一般会計予算（当初予算）

〇市民活動促進事業（さが未来アシスト事業
費補助金）では、人口減少に伴う地域の活
力低下が顕著な地域において、自然、人な
どの地域資源を活かした自発の地域づくり
に対する取組について、補助金が交付され
ます。

〇浄化槽設置促進事業では、生活排水によ
る公共用水域の水質汚濁を防止するた
め、浄化槽を設置する世帯に対し、設置
に要する経費が補助されます。

〇有害鳥獣対策事業では、有害鳥獣による
農作物被害を軽減し、農業経営の安定を
図るため、駆除や被害防止対策に要する
経費が補助されます。

〇都市計画総務事業（景観計画策定、都市
計画道路見直し）では、地域特性を活か
した良好な景観の形成を促進するため、
景観計画策定委員会を設置し、景観区域
や当該区域における行為の制限などを定

める「景観計画」を策定し、また、都市計
画道路を見直すための調査・検討が行わ
れます。

■一般会計予算（補正予算）

〇肉用牛肥育農家経営回復支援事業で
は、コロナ禍で経営体力が落ち込んでい
る肥育農家の経営回復を図るため、素牛
の導入にかかる経費の支援が行われま
す。

■水道事業特別会計予算

〇水道未普及地域解消事業では、水道未普
及地域へ安全で安心な水道水を供給する
ため、基本設計の業務委託が行われま
す。

〇簡易水道統合整備事業では、民営簡易水
道で運営されている地域を市水道事業へ
統合するため、基本設計の業務委託が行
われます。
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、
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■伊万里市立保育園条例の一部を改正する条
例制定について

○牧島保育園と南波多保育園の民営化に伴
い改正するものです。

■伊万里市介護保険条例の一部を改正する条
例制定について

○65歳以上（第1号被保険者）の介護保険
料の所得段階の区分を、9段階から11段
階に変更するための改正です。

（委員長）井手 勲／（副委員長）前田 邦幸／西田 晃一郎／力武 勝範／前田 敏彦／山口 恭寿／樋渡 雅純

■一般会計予算（当初予算）

〇家庭児童相談事業として、子どもに対する
宅食等を行う民間団体や事業者等に対し
て、人件費や食材費等が補助されます。

〇病後児保育室すこやかが、旧母子生活支
援施設から市民活動支援センター（旧市
民交流プラザ）に移設されます。

〇東山代小学校、児童クラブ、東山代コミュ
ニティセンターを複合化するための基
本・実施設計が行われます。

（総額2,904万8,000円）

■一般会計予算（補正予算）

〇学びの保障対策事業で、コロナ禍におけ
る児童生徒の学びを保障するため、オン
ライン授業などにおける情報通信技術を
円滑に進める環境づくりとして、授業の改
善や機器の操作補助などを行う支援員を
配置します。

〇小中学校のトイレの洋式化については、令和元年第2回定例会の委員会報告で意見を付し
たが反映されていない。感染症拡大防止のためにも、早期に計画を作成し、トイレの整備
を進めること。
〇小災害り災者に対する見舞金等支給規則の一部改正による支給額の変更に関しては、概
要書に記載されておらず、議案説明会で説明がされていない。
　今後、規則の改正等が予算に反映されるものについては、概要書等での説明を求める。
〇特別支援学校留守家庭児童クラブについて、現在入所できていない児童が入所できるよ
う、専門の看護師の配置について、関係者と協議を進めること。
〇認知症高齢者等損害保険については、障害者（児）まで拡充するための検討を進めること。

条例議案条例議案条例議案

令和３年度予算令和３年度予算令和３年度予算

意 見

付託された議案等は、原案のとおり可決すべきものと決定しました。
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（委員長）松永 孝三／（副委員長）山口 常人／坂本 繁憲／梶山 太／松尾 雅宏／笠原 義久

付託された議案等は、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

〇市営住宅管理事業について、本市の市営住宅は一部で既に耐用年数を経過しており、老朽化
が進んでいるところが存在するため、このような住宅に継続して居住することは、入居者の安
全・安心を脅かすおそれがあることから、伊万里市公営住宅等長寿命化計画に基づき、改善事
業を実施し、建替事業や用途廃止についても着実に進めるよう意見を付しました。

令和３年度予算令和３年度予算令和３年度予算
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■伊万里市民交流プラザ条例の一部を改正す
る条例制定について

○伊万里市民交流プラザから障害者生活支
援センターが移転することに伴い、施設
名を伊万里市民活動支援センターに整理
するため条例改正するものです。

■伊万里市林業研修センターの設置及び管理
に関する条例を廃止する条例制定について

■伊万里市木工芸センターの設置及び管理に
関する条例を廃止する条例制定について

○施設の老朽化及び利用者数の減少に伴い、
林業研修センター及び木工芸センターを
廃止するものです。

■一般会計予算（当初予算）

〇市民活動促進事業（さが未来アシスト事業
費補助金）では、人口減少に伴う地域の活
力低下が顕著な地域において、自然、人な
どの地域資源を活かした自発の地域づくり
に対する取組について、補助金が交付され
ます。

〇浄化槽設置促進事業では、生活排水によ
る公共用水域の水質汚濁を防止するた
め、浄化槽を設置する世帯に対し、設置
に要する経費が補助されます。

〇有害鳥獣対策事業では、有害鳥獣による
農作物被害を軽減し、農業経営の安定を
図るため、駆除や被害防止対策に要する
経費が補助されます。

〇都市計画総務事業（景観計画策定、都市
計画道路見直し）では、地域特性を活か
した良好な景観の形成を促進するため、
景観計画策定委員会を設置し、景観区域
や当該区域における行為の制限などを定

める「景観計画」を策定し、また、都市計
画道路を見直すための調査・検討が行わ
れます。

■一般会計予算（補正予算）

〇肉用牛肥育農家経営回復支援事業で
は、コロナ禍で経営体力が落ち込んでい
る肥育農家の経営回復を図るため、素牛
の導入にかかる経費の支援が行われま
す。

■水道事業特別会計予算

〇水道未普及地域解消事業では、水道未普
及地域へ安全で安心な水道水を供給する
ため、基本設計の業務委託が行われま
す。

〇簡易水道統合整備事業では、民営簡易水
道で運営されている地域を市水道事業へ
統合するため、基本設計の業務委託が行
われます。
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例制定について

○牧島保育園と南波多保育園の民営化に伴
い改正するものです。
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例制定について
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■一般会計予算（当初予算）

〇家庭児童相談事業として、子どもに対する
宅食等を行う民間団体や事業者等に対し
て、人件費や食材費等が補助されます。

〇病後児保育室すこやかが、旧母子生活支
援施設から市民活動支援センター（旧市
民交流プラザ）に移設されます。

〇東山代小学校、児童クラブ、東山代コミュ
ニティセンターを複合化するための基
本・実施設計が行われます。
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■一般会計予算（補正予算）

〇学びの保障対策事業で、コロナ禍におけ
る児童生徒の学びを保障するため、オン
ライン授業などにおける情報通信技術を
円滑に進める環境づくりとして、授業の改
善や機器の操作補助などを行う支援員を
配置します。

〇小中学校のトイレの洋式化については、令和元年第2回定例会の委員会報告で意見を付し
たが反映されていない。感染症拡大防止のためにも、早期に計画を作成し、トイレの整備
を進めること。
〇小災害り災者に対する見舞金等支給規則の一部改正による支給額の変更に関しては、概
要書に記載されておらず、議案説明会で説明がされていない。
　今後、規則の改正等が予算に反映されるものについては、概要書等での説明を求める。
〇特別支援学校留守家庭児童クラブについて、現在入所できていない児童が入所できるよ
う、専門の看護師の配置について、関係者と協議を進めること。
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付託された議案等は、原案のとおり可決すべきものと決定しました。
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本委員会では、令和2年8月から12 月にかけて市内13地区のコミュニティセンターを訪問し、情報収
集を行いました。その結果、全ての地区において少子高齢化や地域の将来を担う後継者不足等の共通した
課題を抱えているものの、互いの取り組みについての情報共有が不足しているということが分かりました。
その結果を踏まえ、まちづくり課に対し、各地区の取り組みについての情報交換会や事例発表会の開催
及び視察報告会や合同視察研修の実施などを行い、全市的な情報共有の機会を設けるよう、令和2年12 
月28日付で提案書を提出しました。

（委員長）前田 久年／（副委員長）加藤 奈津実／松尾 雅宏／松永 孝三／笠原 義久

これまでの経過について

提案書への市の対応について

現在、各地区においてそれぞれの地域の特性を活かした新しいまちづくりの取り組みが進めら
れています。こうした取り組みを相互に情報共有し、お互いの良いところを知るだけでなく、苦労
した点や改善を図った点を知る機会を設けることで、市全体のまちづくりの機運を高めていくこと
が、これまで以上に求められています。
今回のDVDを視聴してのアンケート結

果を参考に、今後も各地区の情報共有の
機会を定期的に継続して設けることを求め
ると共に、それによって市内各地区が切磋
琢磨し、協力し合ってまちづくりの取り組
みを進めていくことが本市を支えるものに
なると、一年間の活動を通して本委員会は
結論付けます。

まちづくり調査特別委員会

ま　と　め

本委員会からの提案書を受け、まちづくり課において、令和２年度中に事例発表会を開催すべく企画検
討が進められました。しかし、令和２年12月30日以降も継続して市内で新型コロナウイルス感染症患者
が発生したこと、さらに、令和３年1月7日から東京をはじめとする一部地域において緊急事態宣言が発令
されたことを鑑み、一堂に会しての開催について断念されました。オンラインでの開催も検討されました
が、環境を整えることが難しかったため、本委員会での情報収集において特に印象深かった市内２つの地
域（大坪地区・二里地区）についての事例発表動画を収めたDVDを作成され、各地区に配布されました。
このDVDは、今後開催される区長会や協議会の折に視聴され、アンケートも実施される予定です。
DVDと共に、各地区の取組を一冊にまとめた事例報告集も作成されました。
本委員会においても、このDVDを視聴し、まちづくり課との意見交換を行いました。その中で、これまで
事務連絡が主であったコミュニティセンター長会において、意見交換の時間が設けられるようになったとい
う報告も受けています。

伊万里市では、築30年以上を経過している施設が全体の58％、10年後には約82％に達する厳しい
状況にあります。
市では、平成29年3月に「公共施設等総合管理計画」が策定され、維持管理に関しての方針を示すと

ともに、施設データの一元化を進める「公共施設等管理システム」を導入し、施設の統廃合、長寿命化の
シミュレーションが明確になり個別施設計画に反映されています。

第3回協議会では、これまでの協議を踏まえ、一
定の方向性を見出すということで、老朽化が著し
い大川小学校と松浦小学校については東陵中学校
と統合し、義務教育学校とする。牧島小学校につ
いては、複式学級が解消される可能性がゼロでは
ないこと、伊万里小学校との校区の見直し等も含
め検討するということで、統合は現時点では保留と
する。また、山代西小学校については、まずは山
代東小学校と統合し、段階を踏んで山代中学校と
統合する方向で考えるという意見があったとの報
告がありました。

（委員長）樋渡 雅純／（副委員長）川田 耕一／西田 晃一郎／山口 常人／中山 光義／井手 勲

調査の経緯について

第1次計画での民営化対象園で、後日の法人募
集となっていた伊万里保育園については募集説明
会、現地説明会があり、2法人が参加されました。
また、引継保育の形態に関しては、法人により様々
なので、決定した法人と十分な協議を行われます。
市民会館本館解体とその跡地利用については、
解体して更地にした後に有効利用をしていく必要が
あり、案の1つとして伊万里保育園の移転候補地と
しての利用が提案されたものであり、移転が決定し
たものでも、移転前提で公募しているものでもない
こと、市民会館の解体と保育園の移転候補地の案
は一体的なものではないことを確認しました。

伊万里市公共建築物個別施設計画のパブリック
コメントの状況と市長といまりを語ろう座談会及び
10町・地区での計画説明に対する意見について説
明を受けました。パブリックコメントについては
13人、30件の意見が寄せられ、市民会館跡地利
活用、保育園の民営化や市役所移転、国見台体育
館を含む体育施設に関する意見が寄せられまし
た。10町・地区での説明においては、中止された
座談会に代わる意見交換会の開催要望も多く、今
後何らかの形で実施されることを確認しました。
市民会館本館の除却については、優良債の制度
期限が令和３年度までの予定であるため、このタ
イミングでの除却になっています。市民会館本館
の跡地利用については、周辺施設の複合化の構想
もあり、様々な手法を含め市民の意見を受けて検
討される予定です。

〇施設更新や長寿命化に係る費用算出の推計
では、予防保全型の管理を行うことで、費用
の平準化がなされているが、特にこの５年間
における費用は突出している。個別施設計画
の事業の確実な実施のため、各種施設整備
の基金の安定的な確保に努めること。
〇公立保育園民営化の第２次計画に予定され
ている大川保育園、松浦保育園について今年
度実施した公募前取得意向調査によると、興
味を示しているのは現在１法人である。再度
の周知と共に、運営等への懸念については丁
寧に説明し、令和５年度には５園全てが民営
化できるよう努めること。

公共施設最適化調査特別委員会

意 見

公立保育園の民営化について 公共施設等個別施設計画について

伊万里市立学校
規模適正化協議会について



9

臨　

時　

会

定　

例　

会　

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

本委員会では、令和2年8月から12 月にかけて市内13地区のコミュニティセンターを訪問し、情報収
集を行いました。その結果、全ての地区において少子高齢化や地域の将来を担う後継者不足等の共通した
課題を抱えているものの、互いの取り組みについての情報共有が不足しているということが分かりました。
その結果を踏まえ、まちづくり課に対し、各地区の取り組みについての情報交換会や事例発表会の開催
及び視察報告会や合同視察研修の実施などを行い、全市的な情報共有の機会を設けるよう、令和2年12 
月28日付で提案書を提出しました。

（委員長）前田 久年／（副委員長）加藤 奈津実／松尾 雅宏／松永 孝三／笠原 義久

これまでの経過について

提案書への市の対応について

現在、各地区においてそれぞれの地域の特性を活かした新しいまちづくりの取り組みが進めら
れています。こうした取り組みを相互に情報共有し、お互いの良いところを知るだけでなく、苦労
した点や改善を図った点を知る機会を設けることで、市全体のまちづくりの機運を高めていくこと
が、これまで以上に求められています。
今回のDVDを視聴してのアンケート結
果を参考に、今後も各地区の情報共有の
機会を定期的に継続して設けることを求め
ると共に、それによって市内各地区が切磋
琢磨し、協力し合ってまちづくりの取り組
みを進めていくことが本市を支えるものに
なると、一年間の活動を通して本委員会は
結論付けます。

まちづくり調査特別委員会

ま　と　め

本委員会からの提案書を受け、まちづくり課において、令和２年度中に事例発表会を開催すべく企画検
討が進められました。しかし、令和２年12月30日以降も継続して市内で新型コロナウイルス感染症患者
が発生したこと、さらに、令和３年1月7日から東京をはじめとする一部地域において緊急事態宣言が発令
されたことを鑑み、一堂に会しての開催について断念されました。オンラインでの開催も検討されました
が、環境を整えることが難しかったため、本委員会での情報収集において特に印象深かった市内２つの地
域（大坪地区・二里地区）についての事例発表動画を収めたDVDを作成され、各地区に配布されました。
このDVDは、今後開催される区長会や協議会の折に視聴され、アンケートも実施される予定です。
DVDと共に、各地区の取組を一冊にまとめた事例報告集も作成されました。
本委員会においても、このDVDを視聴し、まちづくり課との意見交換を行いました。その中で、これまで
事務連絡が主であったコミュニティセンター長会において、意見交換の時間が設けられるようになったとい
う報告も受けています。

伊万里市では、築30年以上を経過している施設が全体の58％、10年後には約82％に達する厳しい
状況にあります。
市では、平成29年3月に「公共施設等総合管理計画」が策定され、維持管理に関しての方針を示すと

ともに、施設データの一元化を進める「公共施設等管理システム」を導入し、施設の統廃合、長寿命化の
シミュレーションが明確になり個別施設計画に反映されています。

第3回協議会では、これまでの協議を踏まえ、一
定の方向性を見出すということで、老朽化が著し
い大川小学校と松浦小学校については東陵中学校
と統合し、義務教育学校とする。牧島小学校につ
いては、複式学級が解消される可能性がゼロでは
ないこと、伊万里小学校との校区の見直し等も含
め検討するということで、統合は現時点では保留と
する。また、山代西小学校については、まずは山
代東小学校と統合し、段階を踏んで山代中学校と
統合する方向で考えるという意見があったとの報
告がありました。

（委員長）樋渡 雅純／（副委員長）川田 耕一／西田 晃一郎／山口 常人／中山 光義／井手 勲

調査の経緯について

第1次計画での民営化対象園で、後日の法人募
集となっていた伊万里保育園については募集説明
会、現地説明会があり、2法人が参加されました。
また、引継保育の形態に関しては、法人により様々
なので、決定した法人と十分な協議を行われます。
市民会館本館解体とその跡地利用については、
解体して更地にした後に有効利用をしていく必要が
あり、案の1つとして伊万里保育園の移転候補地と
しての利用が提案されたものであり、移転が決定し
たものでも、移転前提で公募しているものでもない
こと、市民会館の解体と保育園の移転候補地の案
は一体的なものではないことを確認しました。

伊万里市公共建築物個別施設計画のパブリック
コメントの状況と市長といまりを語ろう座談会及び
10町・地区での計画説明に対する意見について説
明を受けました。パブリックコメントについては
13人、30件の意見が寄せられ、市民会館跡地利
活用、保育園の民営化や市役所移転、国見台体育
館を含む体育施設に関する意見が寄せられまし
た。10町・地区での説明においては、中止された
座談会に代わる意見交換会の開催要望も多く、今
後何らかの形で実施されることを確認しました。
市民会館本館の除却については、優良債の制度
期限が令和３年度までの予定であるため、このタ
イミングでの除却になっています。市民会館本館
の跡地利用については、周辺施設の複合化の構想
もあり、様々な手法を含め市民の意見を受けて検
討される予定です。

〇施設更新や長寿命化に係る費用算出の推計
では、予防保全型の管理を行うことで、費用
の平準化がなされているが、特にこの５年間
における費用は突出している。個別施設計画
の事業の確実な実施のため、各種施設整備
の基金の安定的な確保に努めること。
〇公立保育園民営化の第２次計画に予定され
ている大川保育園、松浦保育園について今年
度実施した公募前取得意向調査によると、興
味を示しているのは現在１法人である。再度
の周知と共に、運営等への懸念については丁
寧に説明し、令和５年度には５園全てが民営
化できるよう努めること。

公共施設最適化調査特別委員会

意 見

公立保育園の民営化について 公共施設等個別施設計画について

伊万里市立学校
規模適正化協議会について
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一　般　質　問 （質問順）

１. 新型コロナウイルスワクチン接種の為
の市の対応と対策について

２. 市民会館解体と跡地活用問題について

１. 危機管理について
（1) 要支援者への支援体制
（2) 万一の際の集合場所

２. 児童発達支援センターについて
３. 市役所窓口等におけるキャッシュレス

決済の導入について
４. 九州佐賀国際空港リムジンタクシーに

ついて

１. シティプロモーションとデジタル活用
について

（1) シティプロモーションの１年目の
取り組みと成果

（2) シティプロモーションの２年目の
展開

（3) ＤＸ（デジタルトランスフォー
メーション）について

１. コロナ禍における子ども・子育て支援
施策について

（1) 子どもの出生数の減少について
（2) 保育行政について
（3) 教育行政について
（4) まち・ひと・しごと創生総合戦略

に係る市の取り組みについて

１. まち・ひと・しごと創生総合戦略につ
いて

（1) 第１期後の現状の説明
（2) 基本目標１（活気あふれるまち）

について
（3) 基本目標２（行きたいまち）につ

いて
（4) 基本目標３（子育てしやすいまち）

について
（5) 基本目標４（安心で住みたいまち）

について
（6) 重点ポイント（シティプロモー

ション）について
（7) 第２期総合戦略の推進にあたって

１. コロナ禍の生活困窮者支援
（1) 現状
（2) 市の独自支援策
（3) 相談をしやすい仕組みづくり

１. 伊万里市の林業振興について
（1) 林業に対する考え方
（2) 森林経営管理制度と森林環境譲

与税
（3) 市の取り組みと課題
（4) 今後の振興策

２. 城山公園の整備について
（1) 城山公園の歴史と今に至った経緯
（2) 駐車場整備について
（3) 今後の整備について

１. 生活困窮者支援について
（1) コロナ禍での相談業務及び特例貸

付の状況
（2) 生活困窮者自立支援事業の取り

組み
（3)「追加支援パッケージ」への対応

２. 行政のデジタル化について
（1) 行政手続文書の見直し、押印廃止

の動きについて
（2) マイナポータルでのぴったりサー

ビスの活用
（3) デジタル化への体制強化と課題 

１. 国土強靭化計画について
（1) ３か年緊急対策
（2) ５か年加速化対策
（3) 市長の捉え方

２. 国定公園について
（1) 定義と現状
（2) 維持管理費
（3) 今後の整備

３. 地域活性化について
（1) 成功事例
（2) 水平展開
（3) 市長の考え

笠 原 義 久

盛　 泰 子

加藤奈津実

前 田 邦 幸

前 田 久 年

岩 﨑 義 弥

中 山 光 義

樋 渡 雅 純

坂 本 繁 憲

◆市議会ホームページから一般質問の動画が
　視聴できます。(伊万里市議会で検索。
　または、左記のQRコードからご覧ください。
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い
て
接
種
順
位
が
定
め
ら

れ
、
一
に
医
療
従
事
者
等
、
二
に
65
歳

以
上
の
高
齢
者
、
三
に
基
礎
疾
患
を
有

す
る
者
及
び
高
齢
者
施
設
等
の
従
事

者
、
四
に
そ
の
他
の
市
民
の
順
に
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
を
踏
ま
え
、
国
が
示
す
順
位
の
中
で

更
に
細
分
化
し
て
優
先
順
位
を
定
め
る

必
要
が
生
じ
る
場
合
は
接
種
計
画
に
つ

い
て
は
今
後
柔
軟
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

集
団
接
種
の
箇
所
数
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

対
象
者
が
増
加
す
る
64
歳
以
下
の
一

般
の
方
へ
の
接
種
に
あ
た
っ
て
は
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

市
民
会
館
解
体
の
理
由
は
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

建
物
が
老
朽
化
し
た
こ
と
と
、
事
業

費
の
90
％
ま
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

地
方
債
（
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進

事
業
債
）
の
期
限
が
令
和
３
年
度
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
活
用
し
、
財

政
負
担
の
平
準
化
を
図
る
た
め
。

　
　
　

会
館
解
体
跡
地
は
伊
万
里
保
育

園
移
転
地
と
誤
解
を
招
く
が
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

色
々
と
考
え
る
中
の
一
案
で
あ
っ
て

決
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　
　
　

解
体
敷
地
内
に
は
、
ほ
ぼ
同
じ

時
期
に
建
設
さ
れ
た
四
つ
の
施
設
が
あ

る
が
、
同
様
に
時
間
を
か
け
市
民
の
意

見
を
聞
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

公
共
施
設
の
個
別
施
設
計
画
で
は
、

４
施
設
は
複
合
化
の
方
針
だ
が
、
今
後

広
く
市
民
の
意
見
を
伺
う
機
会
を
設
け

た
い
。

笠
原
　
義
久

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
市
の
対
応
と

対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

　
　
　

国
は
各
市
町
に
対
し
て
、
令
和

５
年
度
ま
で
に
少
な
く
と
も
一
カ
所
以

上
の
★
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
義
務
付
け
て
お
り
、
県
の
計
画
に

も
「
西
部
福
祉
圏
を
支
援
す
る
」
と
あ

る
。
現
在
の
検
討
状
況
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

前
回
の
質
問
後
、
他
地
区
の
状
況
等

を
調
査
し
た
。
今
年
度
開
催
し
た
障
害

者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
で
も
設
置
を

求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
県

西
部
福
祉
圏
で
の
設
置
へ
向
け
て
、
有

田
町
と
の
協
議
に
入
る
。
専
門
性
を
も

っ
た
職
員
の
確
保
や
施
設
整
備
な
ど
の

課
題
は
多
岐
に
渡
る
た
め
、
圏
域
で
の

設
置
を
基
本
と
し
つ
つ
、
よ
り
広
域
に

働
き
か
け
る
こ
と
も
視
野
に
設
置
に
向

け
前
進
す
る
。

　　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
民
間
で
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
る
。
市
役
所

窓
口
で
も
検
討
を
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
す
る
た

め
、
窓
口
の
繁
忙
期
が
落
ち
着
い
た
ら

費
用
面
・
業
務
面
を
調
査
し
、
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　　
　
　

①
万
一
の
際
、
自
家
用
車
で
の

避
難
が
出
来
な
い
場
合
は
、
地
区
の
公

民
館
な
ど
に
集
合
し
、
県
や
市
が
用
意

す
る
バ
ス
等
で
避
難
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
集
合
場
所
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
区
長
が
交
代
さ
れ
た
地
区
も
あ

り
、
再
度
、
区
長
会
で
の
説
明
が
必
要
。

②
要
支
援
者
へ
の
支
援
体
制
の
課
題
に

関
し
て
の
記
事
が
２
月
21
日
付
佐
賀
新

聞
に
あ
り
、
県
と
市
の
見
解
が
異
な
っ

て
い
た
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

　
　
　

総
務
部
長

　

①
現
在
の
計
画
も
区
長
会
に
相
談
し

て
作
っ
て
い
る
が
、
５
年
経
過
し
て
い

る
た
め
、
改
め
て
説
明
す
る
。
②
コ
ロ

ナ
対
策
に
お
い
て
、
市
に
は
適
切
な
衛

生
管
理
が
で
き
る
専
門
職
員
が
お
ら

ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
の
数
や
職
員

の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
「
課
題
あ

り
」
と
回
答
し
た
が
、
県
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
「
県
が
支
援
す
る
」
と
確

認
し
た
。

盛
　
泰
子

児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁 市

民
会
館
解
体
と

跡
地
活
用
問
題
に
つ
い
て

市
役
所
窓
口
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

質
問

答
弁

答
弁

原
発
事
故
時
の
避
難

★「児童発達支援センター」…地域の障害児やその家族への相談、障害児を預かる施設への援助・助言を合わせて行うなど、
　　　　　　　　　　　　　地域の中核的な療育支援施設
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臨　

時　

会

定　

例　

会

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

　
　
　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
２

年
目
の
展
開
に
つ
い
て
。　

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

慶
応
義
塾
大
学
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
・

ラ
ボ
、
地
方
創
生
に
お
い
て
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
（
一
社
）
イ
ン
ス

パ
イ
ア
、
本
市
の
三
者
に
よ
る
連
携
の

覚
書
を
交
わ
し
、
ウ
ェ
ブ
上
の
デ
ー
タ

を
分
析
し
的
確
な
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
く
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
の
情
報
発
信
や
更
な
る
活
用
、
内
部

の
発
信
熱
を
あ
げ
て
郷
土
愛
を
醸
成
す

る
要
素
、
ネ
ッ
ト
上
で
多
く
の
人
の
目

に
留
ま
り
評
判
が
高
ま
る
要
素
を
兼
ね

備
え
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
作
成

を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
伊

万
里
を
愛
し
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
少
子
化
対
策
、
企
業
誘
致
、

観
光
客
誘
客
な
ど
全
て
に
通
じ
る
。

　

令
和
元
年
度
、
伊
万
里
市
の
行
財
政

運
営
の
状
況
を
各
地
区
に
説
明
さ
れ
た

こ
と
で
、
市
に
お
金
が
な
い
こ
と
を
多

く
の
市
民
が
認
識
し
た
。
暗
い
気
持
ち

に
な
っ
た
市
民
が
い
た
こ
と
も
事
実
。

　

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
未
来
に
向
け

た
楽
し
い
話
を
し
て
い
き
た
い
し
、
そ

の
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん
。
市
民
が
伊

万
里
を
愛
し
、
行
う
活
動
に
市
は
協
力

を
惜
し
ま
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
議
員

も
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね
、
共
に
盛

り
上
げ
て
い
く
令
和
３
年
度
に
し
て
い

き
た
い
と
思
う
が
、
市
長
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
か
け
る
思
い
は
。

　
　
　

市
長

　

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
も
集
め
る
こ

と
も
担
当
課
が
知
恵
を
絞
り
、
よ
く

や
っ
て
く
れ
て
い
る
。
ど
う
い
う
こ
と

が
伊
万
里
に
と
っ
て
大
事
か
、
ま
で
考

え
て
く
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
が
、
職
員
全
員
、
議
員
全

員
、
み
ん
な
で
考
え
、
そ
の
中
で
や
る

べ
き
こ
と
を
令
和
３
年
度
も
進
め
て
い

く
。「
い
ま
り
で
、
決
ま
り
！
」
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

加
藤 

奈
津
実

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

は
伊
万
里
愛

質
問

質
問

答
弁

答
弁

　
　
　

伊
万
里
市
に
お
け
る
、
子
ど
も

の
出
生
数
の
減
少
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
を
含
む
５
年
間
の
人
数
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

伊
万
里
市
の
出
生
数
は
平
成
27
年
が

４
８
６
人
、
平
成
28
年
が
４
８
５
人
、

平
成
29
年
が
４
６
６
人
、
平
成
30
年
が

４
３
５
人
、
令
和
元
年
が
４
０
１
人
、

令
和
２
年
が
３
７
１
人
で
対
前
年
比

７
・
５
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。　
　

　
　
　

災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
時
の
緊
急
保
育
の
受
け

皿
と
し
て
は
、
公
の
責
務
と
し
て
、
利

便
性
の
い
い
街
中
に
保
育
園
を
残
す
べ

き
で
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

現
実
的
に
は
、
厚
生
労
働
省
通
知
に

よ
り
、
保
育
園
は
原
則
開
園
す
る
よ
う

要
請
が
あ
っ
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で

は
、
感
染
者
が
い
な
い
保
育
園
も
含
め

た
市
内
全
園
が
一
斉
に
臨
時
休
園
す
る

可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。
災
害

時
に
は
、
公
立
、
私
立
関
係
な
く
、
全

体
で
対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　
　
　

学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て

は
、
周
辺
部
は
義
務
教
育
学
校
に
よ
る

統
合
を
計
画
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
部

活
動
教
育
を
考
え
る
と
、
中
学
校
同
士

を
統
合
す
る
方
が
良
い
と
考
え
る
が
。

　
　
　

教
育
長

　

児
童
生
徒
数
の
動
向
や
教
育
活
動
状

況
を
踏
ま
え
、
学
び
合
う
事
が
で
き
る

学
校
規
模
の
保
障
と
校
舎
の
老
朽
化
に

対
応
し
、
将
来
を
見
据
え
た
、
市
全
体

の
適
正
な
学
校
規
模
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　

市
民
会
館
解
体
後
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
市
で
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

複
合
化
し
た
施
設
整
備
を
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
複
合
施
設
に
子
育
て
相

談
窓
口
や
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
、
遊

べ
る
よ
う
な
居
場
所
と
し
て
、
児
童
セ

ン
タ
ー
が
併
設
出
来
な
い
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

複
合
施
設
に
児
童
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
持
た
せ
れ
ば
、
市
の
子
育
て
支
援
に

新
た
な
魅
力
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。
複
合
施
設
の
整
備
時
期
や
内

容
に
つ
い
て
は
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
児
童
セ
ン
タ
ー
機
能
を
取
り
込

ん
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て
も
今
後
の
検

討
と
し
た
い
。

前
田
　
邦
幸

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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臨　

時　

会

定　

例　

会　

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

　
　
　

第
１
期
の
検
証
結
果
と
第
２
期

へ
の
反
映
状
況
は
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

第
２
期
総
合
戦
略
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
第
１
期
市
総

合
戦
略
の
計
画
期
間
に
お
け
る
人
口
の

推
移
や
４
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
定
め

た
成
果
目
標
と
、
重
要
業
績
評
価
指
数

(

Ｋ
Ｐ
Ｉ)

の
達
成
状
況
、
社
会
変
化

な
ど
の
検
証
を
行
い
、
令
和
２
年
９
月

に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

集
落
地
域
の
再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

　
　
　

 

総
合
政
策
部
長

　

地
域
の
「
小
さ
な
拠
点
」
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、

集
落
支
援
員
の
配
置
や
地
域
づ
く
り
交

付
金
に
よ
る
支
援
、
ま
た
市
の
中
心
部

や
周
辺
地
域
の
集
落
間
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
保
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
住
民
が

主
役
と
な
り
、
多
世
代
が
交
流
す
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

地
方
創
生
の「
行
き
た
い
ま
ち
」

に
お
け
る
観
光
振
興
に
つ
い
て
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

交
流
人
ロ
や
定
住
人
口
の
拡
大
と
と

も
に
関
係
人
口
の
獲
得
を
目
指
し
、
観

光
と
い
う
目
線
か
ら
確
実
に
交
流
人
口

を
拡
大
さ
せ
、
こ
の
こ
と
が
地
域
経
済

の
活
性
化
へ
つ
な
が
る
好
循
環
を
生
み

出
す
も
の
と
い
う
強
い
思
い
で
取
り
組

み
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
原
動
力
と
な

り
、
誰
か
ら
も
選
ば
れ
る
「
行
き
た
い

ま
ち
」
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
今

年
度
か
ら
の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
で

は
、
必
要
な
情
報
を
必
要
な
人
に
確
実

に
届
け
る
た
め
、
多
様
な
手
法
を
用
い

た
情
報
発
信
の
強
化
に
努
め
、
市
内
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
２
社
と
連
携
し
ま
し

た
。
ま
た
、
森
永
製
菓
創
業
者
森
永
太

一
郎
氏
の
生
誕
地
が
本
市
で
あ
る
こ
と

を
縁
と
し
て
、
３
月
１
日
に
森
永
製
菓

と
包
括
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
　
　

第
２
期
へ
の
市
長
の
想
い
。

　
　
　

市
長

　

行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
、
企
業
、

団
体
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
地
方
創

生
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

前
田 

久
年

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

　
　
　

支
援
策
や
、
市
の
福
祉
資
金
、

生
活
保
護
世
帯
数
の
傾
向
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

市
か
ら
の
委
託
で
社
会
福
祉
協
議
会

が
、
困
窮
者
が
抱
え
る
問
題
を
把
握
し

な
が
ら
支
援
し
て
い
る
。
一
時
的
に
支

援
が
必
要
な
世
帯
に
対
し
て
資
金
を
貸

し
出
す
生
活
福
祉
資
金
貸
付
は
コ
ロ
ナ

禍
で
条
件
が
緩
和
さ
れ
、
令
和
元
年
度

は
１
件
だ
っ
た
が
、
２
年
度
は
２
月
末

時
点
で
３
９
８
件
。
市
の
福
祉
資
金
は

市
議
会
の
提
案
で
積
み
増
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
が
理
由
の
利
用
は
２
件
と
少
な

く
、
10
万
円
の
定
額
給
付
金
や
社
協
で

の
貸
付
等
で
、
何
と
か
し
の
い
で
い
た

だ
い
た
の
で
は
な
い
か
。
生
活
保
護
世

帯
は
平
成
30
年
度
か
ら
減
少
傾
向
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
増
え
て
い
な
い
。
近
年

の
就
労
自
立
支
援
策
の
効
果
や
、
緊
急

小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付
等
を
利
用
で

き
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

福
祉
政
策
と
し
て
、
子
育
て
世

帯
、
特
に
ひ
と
り
親
世
帯
の
よ
う
に
困

窮
が
予
想
さ
れ
る
世
帯
に
対
す
る
何
ら

か
の
支
援
策
を
考
え
て
ほ
し
い
が
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
新
生
児
に

３
万
円
の
応
援
特
別
給
付
金
を
給
付
。

民
間
業
者
お
届
け
料
理
ハ
カ
セ
様
と
社

協
お
よ
び
市
が
連
携
し
、
困
窮
世
帯
へ

弁
当
の
無
料
配
布
を
３
月
末
日
ま
で
実

施
。
今
後
も
他
市
町
の
取
組
状
況
や
関

係
機
関
に
も
意
見
を
聴
き
、
困
窮
世
帯

に
必
要
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
に
関
わ
ら
ず
、
生
活
等

で
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
、「
ど
こ

に
聞
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
相
談
が
私
に
も
く
る
。
市
で
「
な

ん
で
も
相
談
」
の
対
応
を
し
て
い
た
だ

け
る
と
市
民
は
と
て
も
助
か
る
と
思
う

が
、
市
の
相
談
体
制
の
現
状
は
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長

　

市
で
は
日
常
生
活
の
様
々
な
困
り
ご

と
悩
み
ご
と
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
市
民
相
談
室
を
設
置
し
、
相
談
体
制

の
整
備
に
努
め
て
い
る
。
庁
舎
内
で
の

相
談
が
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合
は
、
複

数
の
担
当
課
の
職
員
が
一
緒
に
内
容
を

伺
う
ほ
か
、
同
じ
相
談
室
内
で
担
当
職

員
が
入
れ
替
わ
り
、
相
談
者
が
庁
舎
内

を
移
動
し
な
い
で
済
む
、い
わ
ゆ
る「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
し
て

い
る
。
お
困
り
ご
と
等
は
、
市
役
所
の

１
階
「
市
民
相
談
室
」
へ
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岩
﨑 

義
弥

続
く
コ
ロ
ナ
禍

生
活
困
窮
者
支
援

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
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仮
に
伊
万
里
保
育
園
が
民
営
化

後
、
移
転
し
た
場
合
の
跡
地
利
用
と
し

て
、
城
山
公
園
の
駐
車
場
と
し
て
の
一

体
的
整
備
が
出
来
な
い
か
。

　
　
　

市
長

　

伊
万
里
保
育
園
が
移
転
す
る
こ
と
は

確
定
し
て
い
な
い
の
で
、
公
園
の
再
整

備
を
現
在
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
仮
に
伊
万
里
保
育
園
が
移
転
し
た

場
合
に
は
、
跡
地
を
活
用
す
る
一
つ
の

手
段
と
し
て
、
城
山
公
園
の
駐
車
場
整

備
と
城
山
公
園
の
整
備
を
含
め
た
活
用

方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

森
林
経
営
管
理
制
度
と
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

森
林
所
有
者
は
森
林
の
適
切
な
経
営

や
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
責
務
が
明
確
化
さ
れ
て
お
り
、
所

有
者
自
ら
管
理
で
き
な
い
場
合
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
に
委
ね
て
い
た
だ
き
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
に
繋

ぐ
こ
と
に
よ
り
林
業
的
利
用
を
促
進
す

る
。

　

森
林
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い

て
は
市
町
村
が
直
接
管
理
を
行
い
、
適

切
な
管
理
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
令

和
６
年
度
か
ら
森
林
を
支
え
る
観
点
か

ら
国
税
と
し
て
年
額
千
円
を
住
民
税
に

上
乗
せ
し
て
徴
収
す
る
。

　
　
　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

担
い
手
の
育
成
、
確
保
の
た
め
の
補
助

が
出
来
な
い
か
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

林
業
整
備
の
担
い
手
育
成
等
に
関
す

る
施
策
に
譲
与
税
を
充
て
る
こ
と
が
出

来
る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　
　
　

今
後
の
林
業
振
興
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長

　

林
業
経
営
者
等
と
意
見
を
交
え
な
が

ら
、
林
道
整
備
や
間
伐
等
造
林
事
業
に

支
援
を
行
い
、
林
業
経
営
の
安
定
化
、

市
内
林
業
の
活
性
化
、
林
業
従
事
者
の

人
材
育
成
や
担
い
手
の
確
保
等
を
図

り
、
適
正
な
森
林
管
理
を
促
進
し
て
い

き
た
い
。

中
山
　
光
義

城
山
公
園
の
整
備
に

つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

　
　
　

昨
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
弱

い
立
場
に
あ
る
方
に
と
っ
て
は
、
厳
し

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
①
相

談
業
務
及
び
特
例
貸
付
の
状
況
は
。
②

自
立
支
援
制
度
は
、
自
立
相
談
、
家
計

改
善
、
就
業
支
援
の
柱
か
ら
な
る
。
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。
③
生
活
保
護

の
弾
力
的
な
運
用
も
示
さ
れ
て
い
る

が
、
見
解
は
。
④
支
援
機
関
へ
の
委
託

料
も
含
め
今
後
の
支
援
策
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

①
相
談
件
数
は
９
０
５
件
、
申
請

３
９
８
件
で
緊
急
小
口
資
金
、
総
合
支

援
資
金
全
て
支
給
。
②
年
約
７
０
０
件

相
談
を
受
け
、
２
支
援
に
つ
い
て
は
特

化
し
た
補
助
事
業
は
し
て
い
な
い
。
状

況
変
化
に
応
じ
て
任
意
事
業
も
協
議
し

た
い
。
③
車
や
生
命
保
険
の
保
有
に
つ

い
て
は
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は

適
切
に
対
応
す
る
。
④
委
託
料
は
75
万

円
程
増
額
し
、
社
協
と
も
連
携
を
密
に

細
や
か
な
支
援
と
自
立
相
談
支
援
の
広

報
に
力
を
入
れ
る
。

質
問　

国
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
目
指
す

中
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
活
用
拡
大
、
押
印
の
原
則

廃
止
等
が
上
が
っ
て
い
る
。
①
本
市
の

押
印
廃
止
の
状
況
は
。
②
第
６
次
総
合

計
画
の
後
期
計
画
に
明
確
に
取
り
組
み

項
目
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
は
。
③
本

格
推
進
に
あ
っ
て
は
、
委
員
会
を
立
ち

上
げ
専
門
家
の
確
保
、
助
言
。
課
題
整

理
、情
報
格
差
相
談
窓
口
な
ど
検
討
は
。

④
地
方
行
政
に
お
け
る
今
後
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

①
事
業
の
リ
ス
ト
化
を
開
始
し
、
独

自
判
断
可
能
な
も
の
は
３
年
度
中
に
着

手
す
る
。
②
計
画
の
中
で
示
し
た
い
。

③
自
治
体
Ｄ
Ｘ
が
中
心
に
な
っ
て
く
る

が
、
専
門
部
署
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　

市
長

　

④
国
の
大
き
な
動
き
も
あ
る
。
市
が

ど
う
対
応
す
る
の
か
が
大
事
。
デ
ジ
タ

ル
化
は
サ
ー
ビ
ス
を
供
与
す
る
有
効
手

段
の
一
つ
で
も
あ
り
、
又
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
や
パ
ソ
コ
ン
の
脆
弱
性
等
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。手
続
き
が
何
時
で
も
、

ど
こ
で
も
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
加

速
は
間
違
い
な
い
。
人
材
の
確
保
や
安

全
性
等
課
題
も
あ
り
、
内
容
を
見
極
め

な
が
ら
進
め
た
い
。

樋
渡
　
雅
純

生
活
困
窮
者
支
援

に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

伊
万
里
市
の
林
業
振
興

に
つ
い
て

臨　

時　

会

定　

例　

会

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
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臨　

時　

会

定　

例　

会　

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

一
般
質
問

　
　
　

３
か
年
緊
急
対
策
の
取
組
み
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　
「
防
災
の
た
め
の
需
要
イ
ン
フ
ラ
等

の
機
能
維
持
」
と
「
国
民
経
済
・
生
活

を
支
え
る
需
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維

持
」
の
観
点
か
ら
市
道
２
路
線
の
３
箇

所
の
補
修
工
事
、
準
用
河
川
渚
川
と
外

１
地
区
の
河
川
局
部
改
修
工
事
や
、
楠

久
津
地
区
浸
水
対
策
事
業
、
急
傾
斜
地

整
備
事
業
を
４
地
区
に
て
実
施
し
た
。

　
　
　

５
か
年
加
速
化
対
策
の
考
え
。

　
　
　

市
長　

　

楠
久
津
地
区
の
浸
水
対
策
事
業
の
完

成
後
は
、
黒
川
町
浦
分
地
区
も
同
様
に

対
策
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　

瀬
戸
町
多
々
良
海
岸
の
防
潮
対

策
を
、
佐
賀
県
や
国
へ
「
５
か
年
加
速

化
対
策
」
に
よ
っ
て
対
策
す
る
よ
う
、

更
な
る
要
望
を
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

佐
賀
県
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
を

目
途
に
老
朽
化
し
た
樋
門
の
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
の
取
替
え
や
護
岸
の
補
修
を
行

い
、
海
岸
保
全
施
設
の
機
能
回
復
が
行

わ
れ
る
。

　
　
　

災
害
で
の
廃
棄
物
処
理
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

災
害
廃
棄
物
を
適
正
か
つ
円
滑
な
処
理

を
行
う
た
め
、
公
園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
多

目
的
広
場
な
ど
を
選
定
場
所
と
し
て
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
　
　

５
か
年
加
速
化
対
策
を
利
用
し

て
、
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
や
学
校
統

合
を
含
め
た
建
て
替
え
等
の
整
備
が
行

え
な
い
か
。

　
　
　

教
育
部
長

　

現
在
、
改
築
工
事
を
行
っ
て
い
る
伊
万

里
中
学
校
は
、
す
で
に
国
土
強
靭
化
計
画

に
あ
る
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を

活
用
し
て
お
り
、
今
後
、
改
築
予
定
の
東

山
代
小
学
校
に
お
い
て
も
、
こ
の
交
付
金

を
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

市
長
の
捉
え
方
に
つ
い
て
。　

　
　
　

市
長

　

３
か
年
緊
急
対
策
で
は
、
暮
ら
し
を

守
り
支
え
る
需
要
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
災
害
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
こ

の
「
５
か
年
加
速
化
対
策
」
を
十
分
に

活
用
し
な
が
ら
、
自
然
災
害
へ
の
対
策

や
老
朽
化
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
、
災
害
に
屈
し
な

い
強
靭
な
伊
万
里
市
づ
く
り
を
進
め

る
。

坂
本
　
繁
憲

国
土
強
靭
化
計
画

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

　

今
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
作
業
は
今
号
で
最
後

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
広
報
広
聴
委
員
会
が
新
た
に
組
織
さ

れ
、
初
代
の
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
新
人
議
員
４
名
の
全
員
が
こ
の
委
員
会
に

入
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
他
に
も
副
議
長
、
編
集

委
員
長
経
験
者
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
メ
ン
バ
ー

に
恵
ま
れ
た
委
員
会
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

印
刷
業
者
様
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
議
会
事
務
局
の
職
員
に
も
よ
く
助
け
て
い
た

だ
き
、
大
変
心
強
か
っ
た
で
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
発
行
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
開
始
さ
れ
ま
す
。
体

調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
岩
﨑 

義
弥
）

広報広聴委員会
　（委 員 長）岩﨑　義弥
　（副委員長）西田晃一郎
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編
集
後
記

お 詫 び
　令和３年２月発行の伊万里市議会だより第76号11ページの一般質問記事の中で、健康福祉部長の
答弁に「大坪保育園を核として、私立保育園と協定を結んでいる」と掲載しましたが、このような協定
締結の事実はなく、そのような部長答弁はありませんでした。
　市民の皆様、関係各位に深くお詫び申し上げます。



16◆〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約15.38 円 ( 印刷費 )で作成しています。

伊万里市議会でのできごと

令和３年第１回定例会において、一般質問の際に75分の残り時間が少なくなっていたため、
議長が質問者・答弁者ともに発言を簡潔にまとめるよう促した。

議長って何をする人ですか？

市長が退職しようとするときは、20日前までに議長に申し出をしなければなりません。
（地方自治法第145条）

　議長は、議場の秩序を守り、議事進行を整理し、
議会の事務を統理（総合的・包括的におさめるこ
と）する権限と、議会を代表する地位を与えられて
います。（地方自治法第104条）
　議長は議会での選挙によって選ばれ、議長の任
期＝議員の任期とされています（地方自治法第
103条）が、任期途中で議員または議長職を辞職し
た場合は再度選挙が行われます。

　
①秩序を保持する
　会議中において議員が不適切な言動をした場
合に発言の取り消しをさせたり発言自体を禁止
したり、傍聴人が会議を妨害した場合などに退
場させたり必要に応じて警察に引き渡したりす
ることができる。　
②議事を整理する
　議会を開会・閉会する、会議の日程を作成す
る、会議の進行をする、発言を許可・制止する、表
決方法を定めるなど。

③議会の事務を統理する
　開会/閉会中に関わらず議会運営に伴う事務
をおさめ、担当する職員を任命・免職することが
でき、指揮監督を行う。　
④議会を代表する
　議決された条例や予算を市長に送付する、意
見書を国会又は関係機関へ提出する、関係人や
参考人の出頭を要求する、などは議長の名にお
いて行われる。
⑤委員会に対して
　委員会に出席し発言する、公聴会開催を承認
する、委員の派遣を承認するなどができる。
⑥議員に対して
　会議への出席の要求、閉会中の辞職許可、欠席
届の受理を行う。
⑦市長以下執行機関に対して
　議会の審議に必要な説明員として出席を要請
する。
⑧臨時会を招集する
　招集請求に対して市長が臨時会を招集しない
時は、議長が臨時会を招集することができる。

議長の主な権限

よく分かる！市議会豆知識 vol.４

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


